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国立音楽大学コンピュータ音楽専修の理念は、

コンピュータと音響、創作を一体として学び、

その成果を作品や研究、ひいては広く

音の世界に応用してゆける、

広義の「音楽家」を育成することです。 

1・2年次の基礎課程では、Cycling ’74 Maxを用いた

音楽プログラミング、メディアアートを視野に入れた

クリエイティブ・コーディング、録音および

コンサートPAに関わる音響の理論と実践、そして

器楽作品の作曲と分析を、すべての学生が学びます。

加えて、DTMによるポピュラー音楽制作や

アニメーション制作、視覚デザインも選択できます。

3・4年次の専門課程では、各学生それぞれが自身の

プロジェクトを立案し、卒業発表に向けて遂行します。

基礎課程で学んだ科目を発展させる授業や、

電子音楽およびメディアアート分析の授業を通して、

さらに専門性を高めます。修得した様々な技能を

主に作品の創作を通して統合し、その過程で音を

扱うことに通底する美意識を洗練させます。

学外ホールやオンラインにて開催しているイベント

「Sonic Interaction」では、作品の出品のみならず、

企画製作、設営、PA、ステージ転換、照明、記録、

マネージメント、広報などにいたるまで、すべてを

学生たちの手で実現させます。発表の場は同時に、

それをサポートするための協働の経験を積む

機会でもあるのです。
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